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論文内容の要旨

本論文は、非手指信号でありトピックマーカとして機能するイントネーションプレークと 3 次元空間の中で表現さ

れる手話の空間情報を用いたアメリカ手話の構文解析に関する研究をまとめたものである。

情報工学の立場で聾者と健聴者の聞の会話を助ける手話通訳システムを構築する際、手話を正確に認識および解析

するためには、まず 3 次元空間の中で時系列的に表現される手話の入力データから手話構成素、すなわち、手の形、

手の位置、手の動き、掌の方向などを抽出し、さらに、手話文の中で形態論的、統語論的な機能を持つ、顔の表情、

頭部や身体の動きと傾きなどの非手指信号の情報まで認識しなければならない。

一方、 ASL の代名詞体系では、参照者を手話空間の中で設定した後、この空間を指さしゃ視線などで指示すること

により、その空間を代名詞として扱う。また、 ASL にはその動詞の位置や掌の方向に、その動詞の主体や客体に対す

る情報を含む方向動詞 (directional verb) がある。この方向動詞を含む手話文では主語や目的語は明示的に表現され

ず、その参照空間と動詞の動きや位置情報に一致させて表現される。したがって、その空間情報を文法的に取り入れ

ず、単なる手話構成素としての認識だけではたくさんの単語が省略されているように見え、その文の解析が出来ない。

また、非手指信号や空間情報を取り入れ、このすべてが認識された後、手話単語を生成したとしても手話の独特な

文法や統語構造のため抽出された単語からそのまま文を解析するのは不可能である。

そこで、本研究では非手指信号の一つでありトピックマーカとして機能するイントネーションプレークの統語機能

に着目し、書き換え生成規則や名詞機能の判定規則を立て、文解析を行った。その際、手話空間をモデル化した参照

空間プレームから方向動詞の主語・目的語の一致過程によって、予め設定された代名詞として明示的には表現されな

かった手話単語を復元し、文解析を行った。

本論文の第 1 章序論では、本研究の背景、位置付けや研究の目的について概説している。第 2 章では、手話に対す

る手話言語学の立場からの研究と情報工学の立場からの従来の研究について、また手話認識システムの構成について

述べている。第 3 章では、手話の構成素、非手指信号、語I1頂、手話空間、代名詞体系などの ASL の特徴について述べ

ている。第 4 章では、手話の表現上、現れる独特なトピックーコメントの構造とトピックマーカとして機能し、手話文



の中で重要な統語機能をするイントネーションプレークについて述べている。第 5 章では、参照空間フレームに設定

された参照者を方向動詞の動き情報の中にその動詞の主体や客体として一致させる過程について述べている。第 6 章

では、本研究で提案する手法、すなわち、 ASL の 14の手話文パターン、書き換え生成規則や名詞機能の判定規則、ま

た、手話空間のモデル化による手話文解析過程について述べている。第 7 章では、本研究の手法による手話文の解析

結果を示している。第 8 章の結論では、本研究で得られた主な結果のまとめと今後に残された課題について述べてい

る。

論文審査の結果の要旨

近年、福祉政策や社会の進歩に伴い、障害者の社会参加の機会が増えつつあり、聾唖者と健聴者の聞の会話の機会

も増えて来ている。そこで、コンビュータにより聾唖者との会話を助ける手話通訳システムの開発が望まれている。

コンビュータ支援による聴覚障害者と健聴者の会話を助ける手話通訳システムに関する研究には手話の生成、手話

の認識、手話の伝送などの分野があるが、この内、手話の認識に関する従来の研究は指文字、手話単語、音声言語の

統語構造に従う同時法的手話の認識などが主で、 ASL や伝統的手話についてその手話文全体を対象とした研究は数少

ない。また、コンビュータの上で手話空間情報を文法的に取り入れ処理し、文の解析を行なった研究は全く見られな

い。この理由は手話の文法構造や統語構造が音声言語とは違うためその文解析ができないからである。

本論文は、アメリカの聾唖者が普通会話で使う ASL を対象として、手話言語学の知識を積極的に用い、マルチモー

ダル的な言語である手話を音声言語に機械翻訳する為の手話文解析の手法を提案したものである。その主な成果は次

のとおりである。

(1) 非手指信号であり手話文の中で重要な統語機能を持つトピックマーカを文法的に取り入れ書き換え生成規則を作

成した後、無順序のように見える手話文の解析を行う手法や、名詞機能の判定規則を立てた後、文中の各単語の品

詞を一意的に判定する方法を提案している。

(2) 単なる手話の構成素として扱われた手話空間を、参照空間フレームにモデル化し、そのフレームに参照される代

名詞を予め設定した後、その空間を文法的に扱う方法を提案している。

(3) 方向動詞の動き情報すなわち、動詞の始点や終点、方向などの情報に関して動詞位置ポインターを用いてその動

詞の主体や客体を一致させることにより、省略されているように見える文の主語や目的語を復元した後、文解析を

行う手法を提案している。

このように、手話情報の入力の際、今までは見逃していた重要な情報、すなわち、非手指信号に伴う顔の輝度変化

や体の姿勢の変化、また、代名詞として参照される手話空間情報を取り入れることにより、従来の研究ではその対象

として取り扱い難かった ASL 文の解析が可能になった。

以上のように本論文は、文法や語順が無いように見えて情報工学の立場からは取り扱い難かった手話文を対象とし

て、その文解析の手法を提案するとともに、時空間的な手話情報の解析に多くの示唆を与えており、数理言語学やヒ

ューマンインタフェース、またパターン認識の分野の発展にも寄与するところが大きい。よって本論文は博士(工学)

論文として価値あるものと認める。
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